











氏     名 藤井 賢吾 
学 位 の 種 類       EA 博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA 博甲第  ８７１５ 号 
A学位授与年月       EA 平成 ３０年 ３月 ２３日 
A学位授与の要件       EA 学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA 人間総合科学研究科 
A学位論文題目       EA Ap-FGFコーティングスクリュー周囲骨形成の安定性と不良 
発生率の評価：Weibull分析を用いた検討 
A主 査       EA     筑波大学教授 博士（医学） 武川 寛樹     
副 査       EA   筑波大学教授 医学博士  坪井 康次  
A副 査       EA   筑波大学准教授 博士（医学） 長谷川 雄一   




























る（FGF（+）群：88.6 ± 4.4%、FGF（-）群：83.0 ± 9.5%、p = 0.017）。骨被覆率のWeibull分析に
おいてWeibull係数は FGF（+）群で有意に高値であった（FGF（+）：22.6、FGF（-）：9.42、p = 7.3 
× 10-34）。さらに FGF（-）群における下位 5%にあたる 63.75%以下を骨被覆率不良と定義した場合、骨
被覆不良検体の発生率は FGF（+）群で 3.5 × 10−4、FGF（-）群で 0.05となった。骨被覆率に関する
ヒストグラムの F検定において、FGF（-）群では FGF（+）群に対し有意に分散が大きかった（p < 0.0001）。
一方、抜去トルクは FGF（-）群と FGF（+）群の間に有意差を認めなかった（FGF（-）群：0.27 ± 0.09Nm、































平成 30年 1月 12日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
-３ 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
